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● 分析の視点



◆ 伊根町の主要産業

（一般財団法人地域活性化センター人口・地域経済研究室「がんばる地域”応援事業（地域
経済循環分析）関係者向け簡易セミナー」より引用）



◆ 地域経済循環構造を機能させるには

（一般財団法人地域活性化センター人口・地域経済研究室「がんばる地域”応援事業（地域
経済循環分析）関係者向け簡易セミナー」より引用）



◆ 分析に用いたデータ・資料①

• 株式会社価値総合研究所「京都府伊根町 地域経済計算
（2015年）」

• 株式会社価値総合研究所「京都府伊根町 地域産業連関表
（2015年）」

• 環境省「地域経済循環分析レポート」

• 京都府「市町村民経済計算統計表」

• 京都府「観光入込客数及び観光消費額」

• 農林水産省「市町村別農業産出額（推計）」

• 農林水産省「農林業センサス」

• 農林水産省「漁業センサス」

• 農林水産省「海面漁業生産統計調査」



◆ 分析に用いたデータ・資料②

• 伊根町地域経済実態調査の回答データ

調査期間 2021年9月～10月

回収数 18件

• 伊根町観光客実態調査の回答データ

調査期間 2021年9月～10月

回収数 173件 → 138件（重複除く）



１ 地域経済の動向



◆ 町内総生産の推移

（京都府「市町村民経済計算統計表」より作成）
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◆ 町内総生産の成長率と要因分解

（京都府「市町村民経済計算統計表」より作成）
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◆ 新型コロナ感染症による影響（参考）

（「伊根町地域経済実態調査」・財務省「年次別法人企業統計調査（令和２年度）」より作成）
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◆ 町内総生産の経済活動別内訳（18年度）
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◆ 町内総生産の特化係数（18年度）
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◆ 地域の中核となる産業（15年）
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◆ 部門別の中間投入率・粗付加価値率（15年）

（価値総合研究所「京都府伊根町 地域産業連関表（2015年）」より作成）

13.1%

13.8%

23.9%

24.0%

25.0%

25.5%

30.5%

32.9%

33.8%

35.8%

36.4%

36.6%

43.6%

45.1%

46.2%

51.3%

52.2%

58.9%

61.9%

86.9%

86.2%

76.1%

76.0%

75.0%

74.5%

69.5%

67.1%

66.2%

64.2%

63.6%

63.4%

56.4%

54.9%

53.8%

48.7%

47.8%

41.1%

38.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

教育

住宅賃貸業

その他のサービス

卸売業

保健衛生・社会事業

公務

小売業

金融・保険業

その他の不動産業

林業

運輸・郵便業

水産業

電気業

農業

情報通信業

建設業

宿泊・飲食サービス業

その他の製造業

食料品

中間投入率 粗付加価値率



◆ 部門別の域際収支（15年）

（価値総合研究所「京都府伊根町 地域産業連関表（2015年）」より作成）
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◆ 主要な部門間取引構造（15年）
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◆ 部門別の域内自給率（15年）

（価値総合研究所「京都府伊根町 地域産業連関表（2015年）」より作成）
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◆ 域内取引の意向（n=17）

（「伊根町地域経済実態調査」より作成）
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２ 第1次産業の動向



◆ 農業生産額の推移
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◆ 農業経営体数の推移
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◆ 農業経営体の品目別内訳（20年・N=96）

（農林水産省「農林業センサス」より作成）
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◆ 農業部門の投入係数
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◆ 農業部門の産業連関構造

（価値総合研究所「京都府伊根町 地域産業連関表（2015年）」より作成）
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◆ 漁獲量の推移
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◆ 魚種別漁獲量（18年）
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◆ 養殖収穫量の推移

（農林水産省「海面漁業生産統計調査」より作成）
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◆ 漁業経営体数・就業者数の推移

（農林水産省「漁業センサス」より作成）
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◆ 水産業部門の投入係数

（価値総合研究所「京都府伊根町 地域産業連関表（2015年）」・「伊根町地域経済実態調査」
より作成）
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◆ 水産業部門の産業連関構造

（価値総合研究所「京都府伊根町 地域産業連関表（2015年）」より作成）

石油・石炭製品

食料品

運輸・郵便業

水産業
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３ 観光消費の動向



◆ 観光に関する現状（19－20年）

（京都府「観光入込客数及び観光消費額」より作成）

2019年 2020年 増減数 増減率

観光入込客数（人） 355,577 186,838 -168,739 -47.5%

宿泊客数 34,410 29,398 -5,012 -14.6%

日帰り客数 321,167 157,440 -163,727 -51.0%

観光消費金額（千円） 1,251,314 1,069,712 -181,602 -14.5%

宿泊客　消費金額 701,490 639,535 -61,955 -8.8%

日帰り客　消費金額 549,824 430,177 -119,647 -21.8%

観光単価（円） 3,519.1 5,725.3 2,206.2 62.7%

宿泊客　単価 20,386.2 21,754.4 1,368.1 6.7%

日帰り客　単価 1,712.0 2,732.3 1,020.4 59.6%



◆ 観光客単価の推移（15－20年）

（「京都府の観光入込客数及び観光消費額について」より作成）

単位：円

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 対19年増減率

伊 根 町 3,489.5 4,007.8 3,729.8 3,480.6 3,519.1 5,725.3 62.7%

宮 津 市 3,219.3 3,230.4 3,232.1 3,192.3 3,398.4 3,520.6 3.6%

京丹後市 3,055.8 3,112.6 2,948.9 3,053.7 3,395.3 3,735.8 10.0%

与謝野町 950.8 951.1 1,270.1 1,320.9 1,398.5 1,473.7 5.4%

福知山市 2,182.8 2,270.2 2,045.6 2,509.6 2,246.0 1,724.6 -23.2%

舞 鶴 市 1,597.1 1,692.4 1,774.2 1,700.3 1,729.2 2,132.8 23.3%

綾 部 市 1,163.7 1,097.8 1,076.6 1,196.0 1,090.6 1,515.8 39.0%



◆ 宿泊客単価の推移（15－20年）

（「京都府の観光入込客数及び観光消費額について」より作成）

単位：円

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 対19年増減率

伊 根 町 18,521.9 23,168.4 17,845.3 21,550.1 20,386.2 21,754.4 6.7%

宮 津 市 8,775.4 8,885.3 9,122.8 9,104.4 9,291.7 10,569.8 13.8%

京丹後市 12,759.7 12,593.3 12,537.9 12,632.7 13,598.0 15,524.2 14.2%

与謝野町 8,134.4 8,691.2 9,204.7 8,691.6 8,314.2 8,924.0 7.3%

福知山市 5,518.6 6,228.7 5,723.1 5,875.1 5,728.9 5,841.7 2.0%

舞 鶴 市 9,250.6 8,100.8 8,906.2 8,316.1 8,860.7 6,397.9 -27.8%

綾 部 市 5,648.7 5,620.5 5,508.0 6,082.5 6,050.1 6,063.9 0.2%



◆ 日帰り客単価の推移（15－20年）

（「京都府の観光入込客数及び観光消費額について」より作成）

単位：円

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 対19年増減率

伊 根 町 1,494.7 1,549.1 1,650.8 1,703.6 1,712.0 2,732.3 59.6%

宮 津 市 1,833.2 1,843.2 1,869.2 1,895.8 1,901.0 1,936.6 1.9%

京丹後市 1,011.5 1,241.2 1,119.8 1,205.6 1,243.0 1,061.8 -14.6%

与謝野町 616.3 579.3 767.6 776.7 794.1 816.0 2.7%

福知山市 1,377.8 1,299.5 1,162.8 1,643.9 1,558.0 986.1 -36.7%

舞 鶴 市 1,351.9 1,448.5 1,470.8 1,332.0 1,369.7 1,887.4 37.8%

綾 部 市 695.6 672.9 659.2 697.6 636.7 843.0 32.4%



◆ タイプ別の観光客単価（21年）
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（n=138）

【日帰り客 1人当たり単価（中央値）】
総額 4,000円
飲食費＊
初訪問 1,500円／2回目以上 3,000円
入場料等＊
初訪問 1,000円／2回目以上 0円
買い物代 900円
交通費 0円
その他 0円

【宿泊客 1人当たり単価（中央値）】
総額 30,250円
宿泊代 20,000円
飲食費 3,500円
入場料等 1,100円
買い物代 2,450円
交通費 0円
その他 0円

（「伊根町観光客実態調査 調査結果」より作成）



◆ 観光客のロイヤリティ（n=138）

83.1%

56.6%

93.4%

92.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

旅行後も、伊根町を何らかの形で応援したい

1年以内に、伊根町への来訪を検討したい

伊根町を友人・知人に薦めたい

伊根町の訪問は満足した

（「伊根町観光客実態調査 調査結果」より作成）



◆ 宿泊飲食サービス部門の投入係数

（価値総合研究所「京都府伊根町 地域産業連関表（2015年）」・「伊根町地域経済実態調査」
より作成）
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◆ 宿泊飲食サービス部門の産業連関構造

（価値総合研究所「京都府伊根町 地域産業連関表（2015年）」より作成）

食料品

運輸・郵便業

卸売業

宿泊飲食サービス

移輸出
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0.0679
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民間消費支出0.3094



◆ 観光消費金額の回復シナリオ（例）

（「京都府の観光入込客数及び観光消費額について」・「伊根町観光客実態調査 調査結果」より作成）

観光消費額　減少額

（19年→20年・千円）

↓ ↓

【シナリオ１】 宿泊客 日帰り客

20年水準 宿泊 59.8%

日帰り 40.2%

宿泊 21,754円

日帰り 2,732円

34,389 184,168 観光入込客数（19年）

355,577

【シナリオ２】 宿泊客 日帰り客

観光消費単価 宿泊 59.8%

21年水準 日帰り 40.2%

宿泊 30,250円

日帰り 4,000円

32,987 175,697 観光入込客数（19年）

355,577

【シナリオ３】 宿泊客 日帰り客

観光入込客数 宿泊 15.7%

19年水準 55,948 299,629 日帰り 84.3%

観光消費単価 宿泊 30,250円

21年水準 日帰り 4,000円

観光消費金額（19年・千円）

1,251,314

観光消費金額の内訳

(千円）
1,692,434 1,198,515 ← 観光消費単価の内訳

観光消費金額の総額

（千円）
2,890,949

19年水準の観光入込客数内訳

（20年水準に基づき推計）
← 観光入込客数の内訳

355,577

減少額を回復させる人数（人） 3,589 18,257 ← 観光消費単価の内訳

19年水準を達成する観光者数（人）
208,685

¥-181,602

減少額の配分（円） 108,572 73,030 ← 観光消費金額の内訳

19年水準を達成する観光者数（人）
218,557

減少額の配分（千円） 108,572 73,030 観光消費金額の内訳

減少額を回復させる人数（人） 観光消費単価の内訳4,991 26,728

←

←



４ まとめ



◆ 分析結果のまとめ

• 伊根町では、主要産業に加えて、「食料品（食品加
工）」に、地域の中核となる産業としての可能性が
あった。しかし、当該産業の域内自給率は低かった。

• 伊根町の第1次産業は、他地域と比べて、特徴のあ
る産業であり、移輸出額が高かった。しかし、当該
産業の事業体数及び就業者数は減少傾向にあった。

• 伊根町の観光消費金額は、コロナ渦の影響もあり、
19年から20年で、約15％の減少を示していた。しか
し、消費単価は周辺自治体よりも高かった。



◆ 食料品部門の投入係数

（価値総合研究所「京都府伊根町 地域産業連関表（2015年）」より作成）
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◆ 食料品部門の産業連関構造

（価値総合研究所「京都府伊根町 地域産業連関表（2015年）」より作成）
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